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地域看護活動の基本的な技術を学ぶ

　地域看護活動の特徴は、対象者の生活の場（家庭・地域）で看護上の問題・健康問題を把握し、個人・集団・
地域全体を看護活動の対象とすることです。活動の基本として、人々の日々の生活と健康状態を多角的に捉えア
セスメントし問題解決に向けて支援する能力が必要となります。これらの保健師活動に必要な支援展開技法とし
て健康相談、家庭訪問、住民・グループ支援活動の知識・技術を学習し、地域で暮らす人々や地域全体のQOLの
向上を支援するための具体的な方法を学びます。

１．地域看護活動の展開方法の基本
２．保健指導で活用する理論
３．展開方法の特徴
４．地域看護技術（１）健康相談編
５～８．演習１：健康相談
９．演習報告会
10. 地域看護技術（２）家庭訪問編

11～18．演習２：家庭訪問
19～20．演習報告会
20. 地域看護技術（３）住民・グループ組織支援編
21～28．演習３：住民・グループ組織支援
29. 演習報告会

教）『看護系標準教科書　地域看護学ⅠⅡ』（Ohmsha）
参）①安梅勅江『グループインタビュー法～科学的根拠に基づく質的研究法の展開』（医薬出版）、②安梅勅江『グループインタビュー法Ⅱ活用事例編～科学的根拠に基づ
く質的研究法の展開』（医薬出版）他

筆記試験、レポート、演習の参加状況・提出記録により総合的に評価します。

3年次の地域看護実習Ⅰ（在宅看護）、４年次の地域看護実習Ⅱ（公衆衛生看護）に欠かせない基本的な技術で
す。目的を持って積極的に取り組んで下さい。
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